
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　最近では、エンディングノートを身近に置き、思い付いた事を書き
記しているのですが、ノートの項目に「心の整理」というページがあ
り、4つの質問があります。
①会って話しておかなければならない人は？
②感謝を伝えるべき人は？
③謝らないといけない人は？
④しないと後悔することがあるか？
①と③に迷わず書き記したのは、一人の大切な人の名前でした。思い
出すたび、主にお祈りしていました。彼女の生活が支えられて、祝福
がありますようにと、そして、又、会うことができるようにと、、お
祈りしても、中々自分からアクションを起こすことが出来ずに、7年
の歳月が過ぎていました。そんな優柔不断な私に痺れを切らした主が、
時を与えてくださいました。某ショッピングセンターのエスカレー
ターの上りと下りで、私は上りのエスカレーターから、まさかの彼女
を見つけて、上から恥じらいもなく大声で名前を呼んだのですが、届
くはずがなく、直ぐ携帯に電話をしましたが、繫がらず、諦めていた
夜懐かしい彼女のはずんだ声を電話口で、聞くことが出来ました。そ
れからは言うまでもなく、泣いたり笑ったり、積もる話に一喜一憂し
ました。そして、数日前に再会することが出来ました。7年前の二人
の心の行き違いも、話して分かりました。その頃の私は、大切な友情
を、ほかのことを優先してしまい、彼女に寂しい思いをさせてしまっ
たようでした。私が、彼女の通り管だったのに、、
そんな私に失望しても、彼女の信仰は揺るぐ事無く、熱いままでした。
ハレルヤ。何時間もお互いの積もる話や、神さまの話に、いつの間に
か 7年の空白期間はうめられて行きました。主よ！感謝します。主に
あって、会うことが出来ました。二人の残された人生に主が共に居て
くださいますように。エンディングノートから、悔いの残る事を消す
ことが出来ました。
「何をするにも、人に対してではなく、主に対してするように、心か
らしなさい」コロサイ 3-23
みことば通りに生きることが出来ますように。
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「エンディングノート」
最近では、エンディングノートを身近に置き、思い付いた事を書き
記しているのですが、ノートの項目に「心の整理」というページがあ
り、4つの質問があります。
①会って話しておかなければならない人は？
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牧希穂乃

楢村紗英　澤口明子

　

丸井克己

永井千愛

青木容子

小林茂 富岡千秋　富岡牧

　　

（ ２０２０年８月２３日 ）
（要約者：永井匡史）

誕生者のお祝い

　野外体験活動

福澤師　特別集会
１部　10：00 ～
２部　14：00 ～
３部　19：30 ～

　今週はヨブ記 (35 章～ 42 章 ) を最後まで読み進めていきましょ
う。38章でついに主が沈黙を破って語られます。それは、ヨブが
13章 3節で望んでいたことがかなえられるかたちとなりました。
主はヨブに問題を投げかけ、挑戦されます。ヨブに自分の力を尽し
て答えさせ、無知を知らせ、高ぶりを砕くためにこの様な語り方を
されたのでしょうが、12節「あなたが生まれてこのかた、朝に対
して命令を下し」や 29節「氷はだれの胎から生まれ出たか。」等、
38章は私達には自然の摂理に思われるものを擬人化し書かれてい
る部分は印象的です。そして、ヨブは 42章 2節でこう答えていま
す「あなたには、すべてができること、あなたは、どんな計画も成
し遂げられることを、私は知りました。」ヨブは神様からの直接啓
示により悔い改め、立ち返っています。3人の友人は真実を語らな
かったと神様に叱られ、ヨブにとりなしの祈りをしてもらう様命じ
られます。エリフに関しては神様は何も触れられませんでした。3
人の友人のため祈った時、ヨブの繁栄は元通りにされ所有物も全て
2倍とされました。そして、自分の玄孫を見るまでの長寿を全うし
て死んだとあります。ヨブは、私たちがこの先味わうことがないよ
うなどん底を歩み、友達の言葉も火に油を注ぐようないら立つもの
で、信じていた神様の事でさえ低く見る様な発言をしてしまいまし
た。その中で直接神様に語られたヨブはこの上もない喜びだったの
ではないでしょうか？神様が語られる間、ヨブは短く悔い改めの言
葉を口にしますが、多くは語りません。これは、語らなかったので
はなくて、感動と喜びがこみあげてしゃべれなかったのではないか
と私は感じました。42章 2節のヨブの喜びと感動を凝縮させた一
言を最後に味わうように読み進めていきましょう。

牧　一穂　牧師
西嵜芳栄

全本みどり
西山秀平
富岡美千男

　１日　名越裕晃
　６日　澤口建太
　　　　平澤初実
　　　　横山淳平
　７日　秦泉寺朗子

　９日　高橋司
１３日　曽我郁斗
１４日　西嵜真由美
　　　　富岡喜千朗
１５日　富岡陽子

１６日　松田沙和奈
２０日　澤口来海
２１日　西嵜璃愛
２２日　濱田竜司
　　　　山本淳平

２２日　平澤一浩
２５日　岡本爽
２９日　鈴木由美子
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永井比和子　

聖餐礼拝
スモールファミリー 

私たちは聞く耳をもつことができているでしょうか。
多くの人は自分が立てた計画を成し遂げたいと思うものです。しか
し、神様にそれを止められ、計画していないことが示された時、私
たちはそれに聞き従うことができるでしょうか。パウロに起きた出
来事もまさにこのような出来事でした。彼にも計画があり、向かう
場所は決まっていました。しかし聖霊によってそれを禁じられ、次
にはイエスの御霊が彼の計画を許しませんでした。そして、パウロ
は夢の中で神様に示された場所に向かって行きました。このように
パウロはいつも神様の声を聞き、従っていたのです。
7 節に「イエスの御霊」と出てきますが、聖書のなかでこの言葉が
使われている箇所はここだけです。使徒行伝を書いたルカが、この
言葉を選んだ理由。それはパウロがどんな状況にあってもイエスに
徹底的に従ったということを表現したかったのではないでしょう
か。
元々はクリスチャンを虐殺し、迫害していたパウロでしたが、イエ
スキリストに出会ってから、彼は生き方を変えられていきます。改
心したパウロですが、これまで迫害していた人物ですから、当然弟
子たちのなかにも葛藤があり、ぶつかることもありました。15 章
の後半にもそのようなことが書かれています。結果、第二次宣教旅
行は二手に分かれて行動することになりました。
パウロがルステラに行ったとき、テモテを宣教旅行に連れて行こう
としましたが、その時にも問題が起こりました。父がギリシャ人だっ
たテモテは割礼を受けていませんでした。しかし、ユダヤ人にとっ
ては割礼を受けることが当然です。習慣の違う者たちの間で、パウ
ロは板ばさみになったのです。15 章では割礼を受けさせなくてよ
いと語ったパウロですが、ここではテモテに割礼を受けさせます。
なぜでしょうか。それは、ユダヤ人に宣教し、その地域の人たちを
救うために、それが必要だと判断したからです。私たちもいつも神
様の声を聞き、神様の知恵を求め、その時々に最善な判断を愛に基
づいてしなければなりません。

彼らは神様に示された当てもない地へ海を渡って向かいました。計
画もなく向かった場所ですから、泊まるところも用意していません
でした。しかし、その場所でルデヤという女性に出会いました。そ
して彼女も、その家族も救われ、パウロ達に泊まる家を用意してく
れました。そこを拠点にしてパウロ達は宣教をすることができたの
です。
その後、パウロたちのあとを、占いの霊につかれた若い女奴隷がつ
いてきました。そして「この人たちは、いと高き神のしもべたちで、
救いの道をあなたがたに宣べ伝えている人たちです」と叫び続けま
した。一見正しいことを言っているように感じますが、パウロは初
めから彼女が正しくないことが分かっていました。しかし、すぐに
対処はせず、幾日か経ってから、悪霊を追い出しました。なぜすぐ
に対処しなかったのでしょうか。自分たちを宣伝してくれる彼女を
利用しようとしたのでしょうか。そうではありません。彼らは彼女
の霊を追い出す前に、この地域の人たちを救いに導く必要がありま
した。「幾日も」と書かれていますが、おそらくその間に彼らはた
くさんの人々を救いに導いたのではないでしょうか。そしてその後、
パウロは彼女の霊を追い出しました。パウロが神の声に聞き従い、
神様の時を待って行動したとき、神様は救われる人々や、必要な出
会い、場所、すべてを用意してくださったのです。

次に出てくるのが、その女奴隷を雇っていた主人たちです。彼らは
その女奴隷を利用し、多くの利益を得ていました。しかし悪霊が追
い出されたことによって金儲けが出来なくなった彼らは、その憂さ
を晴らすため、あたかも正しいような訴えを起こし、パウロ達を長
官の前に引き出しました。そしてこの長官はパウロ達のことをよく
調べず、裁判をすることなく、鞭を打ち、牢に閉じ込めました。こ
の長官は人を見てしまったために判断を誤ったのです。
私たちは人の心の内を見極める必要があります。自分の心の欲を果
たすため、また心の憂さを晴らすため、あたかも正論のようなこと
を言ってしまうところが私たちにはあるのではないでしょうか。そ
して私たちがもし、家庭、職場、地域、そのような場所でリーダー
の役割を与えられているのなら、訴えてくる人たちの心をしっかり
と見極めて、心の内を見なければなりません。

パウロはそもそも鞭を打たれ投獄される立場ではありませんでし
た。当時、ローマの法律では、ローマ市民を鞭で打つこと、まして

や裁判もせずに処罰されることは禁止されていました。しかし、
ここでパウロは自分がローマ市民であることを明かしませんでし
た。なぜでしょうか。それは看守を救う必要があったからです。
彼は投獄されてしまいます。しかし、真夜中に賛美を歌っている
と大地震が起こり、鎖が解け、扉が全部あいてしまいました。そ
こで、すぐ逃げることもできましたが、パウロはその場に留まり
ました。囚人を逃がしてしまったと思った看守は、処刑を恐れ自
らで命を絶とうとします。そこでパウロは大声でそれを止めに入
りました。看守は彼らにひれ伏し、救われるためには何をしなけ
ればならないかと聞きます。そこでパウロは「主イエスを信じな
さい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われます」と言っ
たのでした。私たちに希望をあたえるこの御言葉が生まれた背景
にはこのような出来事があったのです。神に聞き、焦らず、無駄
な言葉を話さず、必要な言葉だけを語り、神の時が来た時に行動
したのです。

その後、パウロ達がローマ市民であったことを知った長官は、よ
うやく事の重大さに気づき、警吏たちを送り、パウロ達をひそか
に送り出そうとします。そこではじめてパウロは毅然とした態度
で自分の意見を主張しました。結果、長官が直々に出向き、パウ
ロ達に謝罪をすることになりました。今後、この場所で宣教する
弟子達にとって、大きな影響を与える出来事になったのではない
でしょうか。この長官がリーダーをしている間、パウロの仲間で
ある弟子達はきっと丁重に扱われ、神を信じ救われた人達もきっ
と守られたのではないでしょうか。パウロはいつも神の時を待ち、
必要な時に必要なことを行ったのです。

パウロはこの 16 章で起きた様々な問題に対し、すぐに行動するこ
とは可能でした。しかし、だからと言ってその場ですぐに対処す
るようなことはしませんでした。神様の時を待ったのです。それ
は決してその問題を放っておいたり、利用したりしようとしたの
ではありません。悪霊につかれた女がパウロ達について来たとき、
福音を広めるために、その女を利用することもできました。しかし、
パウロはそれをしませんでした。
悪霊は巧妙です。この出来事の裏には、悪霊たちがパウロ達の働
きを利用し、融合させようとしたという背景があるのです。私た
ちも神様の働きを、この世の方法と上手く融合させて行おうとし
てしまうことがあります。しかし真理は一つであり、複数あるわ
けではありません。パウロは神の働きを曲げることなく、神の時
を待ち、そして愛の方法を貫いたのです。悪霊につかれた女がそ
の後どうなったかは聖書には出てきません。しかしこれまで悪霊
から解放された人達は大抵イエスについて行きます。だから、きっ
と彼女も救われたのでしょう。パウロは彼女が救われる時も待っ
ていたのです。

パウロが神の働きを貫いたとき、迫害に会いました。不当な訴え
にも関わらず、鞭打たれ牢に入れられたのです。しかしそのなかで、
パウロは神様に祈り、賛美を歌っていました。
私たちも、上手くいかないこと、願っていたことが閉ざされたこ
とがあるでしょうか。真理を貫いたとき、迫害にあうようなこと
があったでしょうか。そんな時、つぶやいていないでしょうか。
私たちの心の中が廃墟になっていないでしょうか。私たちの顔は
どうですか。周りにどの様に見られているでしょうか。牢だと思
われるような環境の中で、私たちは幕屋を回復し、周りと違う者
とならなければいけないのです。

私たちが神を礼拝するとき、それは私たちの顔や態度にあらわれ
ます。私たちは神様を映す鏡のような存在です。パウロは計画し
ていた場所がありました。しかし神の声に聞き従い、当てもない
場所に進みました。そして、パウロの前に様々な妨害や迫害がお
こりました。しかし神の時を待ち、必要な時に必要なことをおこ
ないました。パウロはいつも神様を礼拝し、すべての面でバラン
スを持っていたのです。
上手くいかない時、願ったことが閉ざされた時、パウロが牢で賛
美したように、私たちはどんな状況にあっても神を礼拝していか
なければなりません。
礼拝は私たちの人生を変えます。そして、その礼拝する姿を見た
とき、周りの人の人生も変えられていくのです。神様との 1 対 1
の時を持ち、礼拝を回復していきましょう。

「試練には神の栄光が」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使徒16：1～40

　　　

廃墟の幕屋の回復

神の時と聞く耳

礼拝は人生を変える

神の時を選んだパウロ

必要な時に必要なことを行う

真理はひとつ

主の働きには備えがある

人を見ると判断を誤る。
だから人の心の内を見極める

セル祈祷会

新開彩　村部稜太

藤原友規子

三戸悠暉　眞砂永一

岩崎晃輝　鈴木智子

小根久保麻由美


